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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期
第１四半期
累計(会計)期間

第37期

会計期間

自平成21年
２月21日
至平成21年
５月20日

自平成20年
２月21日
至平成21年
２月20日

売上高（千円） 21,295,90590,476,925

経常利益又は経常損失(△)（千円） △213,068 21,600

四半期（当期）純損失(△)（千円） △255,612△1,967,096

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － －

資本金（千円） 1,335,0001,335,000

発行済株式総数（株） 12,000,00012,000,000

純資産額（千円） 1,825,5022,092,573

総資産額（千円） 29,827,13929,335,163

１株当たり純資産額（円） 152.21 174.48

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
21.31 164.02

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

１株当たり配当額（円） － 　　　　　　－

自己資本比率（％） 6.1 7.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
586,612 117,864

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,282,130△3,132,978

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
838,3693,067,508

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
990,872 848,021

従業員数（人） 647 667

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社及び関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要

な関係会社における異動もありません。 

  

３【関係会社の状況】

 当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年５月20日現在

従業員数（人） 647(4,165)

　（注）１．従業員数は就業人員数であり、関係会社等からの受入出向者４名を含めております。

２．フレックス社員（パートタイマー）の当第１四半期会計期間平均雇用人員は（　）内に外書で記載しており

ます（１日８時間換算）。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第１四半期会計期間における仕入実績を商品部門別に示すと、次のとおりであります。

商品部門 仕入高（千円）

加工食品 6,244,498

生鮮食品 5,495,421

デイリー食品 3,813,914

食品計 15,553,835

ノンフーズ 770,662

その他 38,960

非食品計 809,623

合計 16,363,459

(2）販売実績

　当第１四半期会計期間における販売実績を商品部門別に示すと、次のとおりであります。

商品部門 売上高（千円）

加工食品 7,561,313

生鮮食品 7,327,195

デイリー食品 5,377,251

食品計 20,265,760

ノンフーズ 986,989

その他 43,155

非食品計 1,030,145

合計 21,295,905

。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

３【財政状態及び経営成績の分析】

　　（１）業績の概況

　当第１四半期会計期間の経営環境は、世界的な景気後退の影響による企業収益の減少や、それに伴う雇用情勢の

悪化、設備投資の抑制、個人消費の低迷など極めて厳しい状況で推移いたしました。また、当社が営業基盤とする

北東北エリアにおいては、従前より続く個人消費の停滞や雇用情勢のさらなる悪化、少子高齢化に伴う人口減少な

ど、依然として厳しい状況下にあります。

　こうした中で当社は、『店はお客さまのためにある　親切な応対と明るい笑顔』というスローガンを掲げ、営業

力の強化と収益力の改善に取り組んでまいりました。また、イオングループの規模や共通インフラ機能等を活かし

て売上高と利益率の向上をはかり、構造改革によりローコスト経営を実現し収益力の向上をはかることを目指して

まいりました。

　お客さまの生活防衛志向、節約志向の高まりに対応するとともに、事業構造の変革として前年に開始したディス

カウント業態「ザ ビッグ」への業態転換を今期も継続し、当第１四半期会計期間においても秋田県内１店舗の転換

を実行いたしました。これは、今期の重点課題に設定した「３業態の確立」の一環であり、これに加えて、「ベス

トプライスbyトップバリュ」などによる低価格訴求や、一人当たり買上点数の増大に努めましたが、厳しい経営環

境のもと期間中の既存店売上高は対前年同四半期比91.6%となりました。

　一方、売上総利益面では、前年下期から実施したスーパーバイザー制度の強化やイオンのプライベートブランド

「トップバリュ」の売上拡大などにより徐々に回復基調にあり、売上総利益率は23.2%となりました。

　販管費については、フレキシブルな働き方の推進などによる人件費の抑制や新店開設の抑制などによりほぼ計画

どおりに進捗し、販管費率は26.8%となりました。

　以上の結果、当第１四半期会計期間の業績は、営業収益218億66百万円、営業損失１億83百万円、経常損失２億13

百万円、四半期純損失２億55百万円となりました。

　   （２）財政状態

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べ７億11百万円増加し、61億56百万円となりました。

　これは、売掛金が５億62百万円、現金及び預金が１億42百万円増加したこと等によります。

　　　　　固定資産は前事業年度末に比べ２億19百万円減少し、236億70百万円となりました。

　これは、有形固定資産が新規出店等による５億26百万円の増加がありましたが、減価償却費３億26百万円等によ

り１億56百万円の減少、投資その他の資産では投資有価証券の時価下落と評価損計上により26百万円減少したこ

とによります。

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べ４億91百万円増加し、298億27百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べ13億27百万円増加し、198億６百万円となりました。

　これは、短期借入金が13億20百万円、支払手形及び買掛金が４億17百万円、未払金及び未払費用が１億96百万円

増加し、設備関係支払手形が11億８百万円減少したこと等によります。

　固定負債は、前事業年度末に比べ５億68百万円減少し、81億94百万円となりました。

　これは、長期借入金が５億13百万円減少したこと等によります。

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ７億59百万円増加し、280億１百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べ２億67百万円減少し、18億25百万円となりました。

　これは、四半期純損失が２億55百万円の発生等によります。 

     

　　　（３）キャッシュ・フローの状況

　　当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、９億90百万円となりました。

当第１四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果得られた資金は、５億86百万円となりました。その主な要因は減価償却費３億58百万円、仕入債務

の増加４億17百万円、その他負債の増加３億64百万円による収入と売上債権の増加による支出５億62百万円等に

よるものです。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、12億82百万円となりました。その主な要因は有形固定資産の取得よる支出

12億67百万円等によるものです。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果得られた資金は、８億38百万円となりました。その主な要因は短期借入金の純増加額13億20百万

円等によるものです。

      　　

　　　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　　　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　　　（５）研究開発活動

　　　　　　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
　(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　①前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設のうち、当第１四半期会計期間に完了したものは以下　

　　のとおりであります。

　

事業所名

（所在地）

設備の

内容

帳簿価額
従業員

数

（人）

開店年月
建物及び

構築物

（千円）

土地 差入保

証金

（千円）

その他

（千円）

合計

（千円）
面積

（㎡）

帳簿価額

（千円）

ＭＶあつみ店

（山形県鶴岡市）
店舗 413,325 

 5,402

（5,402）
― 7,500  138,459 559,284

 6　

 (50）
平成21年４月

合計 － 413,325
 5,402

（5,402）
― 7,500  138,459 559,284

 6

（50）

　

 

（注）１．土地の面積のうち（　）内は内書で賃借部分であります。

　　　２．設備の種類の「その他」は、工具、器具及び備品と無形固定資産の合計であります。

　　　３．従業員数には、臨時従業員は含まれておらず、（　）内は外書でフレックス社員の当第１四半期会計期間平均

　　　　　雇用人員であります（１日８時間換算）。

 

②当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

 

EDINET提出書類

マックスバリュ東北株式会社(E03348)

四半期報告書

 7/19



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年５月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年７月３日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,000,000 12,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株 

計 12,000,000 12,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年２月21日～

 平成21年５月20日 
－ 12,000,000 － 1,335,000 － 1,812,645

   

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年２月20日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年２月20日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 7,300 － －

完全議決権株式（その他） 11,987,500 119,875 －

単元未満株式 5,200 － －

発行済株式総数 12,000,000 － －

総株主の議決権 － 119,875 －

　　　　（注）１．発行済株式はすべて普通株式であります。

　　　２．「完全議決権株式（その他）」の「株式数」欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,600株が含ま

　　　　　れており、「議決権の数」欄には、当該株式に係る議決権の数26個が含まれております。

 

②【自己株式等】 

   平成21年２月20日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

マックスバリュ

東北株式会社

秋田県秋田市土崎

港北一丁目６番25

号

7,300 － 7,300 0.06

計 － 7,300 － 7,300 0.06

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月

最高（円） 585 600 618

最低（円） 515 551 575

　   （注）１．最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

   ２．上記の「当該四半期累計期間における月別最高・最低株価」は毎月１日より月末日までのものであり

       ます。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63 

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成21年２月21日から平成21

年５月20日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。

　なお、有限責任監査法人トーマツは、監査法人の種類変更により、平成21年７月１日をもって監査法人トーマツから

名称変更をしております。

３．四半期連結財務諸表について

  当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年５月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 990,872 848,021

受取手形及び売掛金 1,466,595 904,264

商品 2,444,444 2,440,547

貯蔵品 26,496 21,925

前払費用 120,820 132,902

繰延税金資産 191,897 189,165

未収入金 683,210 664,257

その他 234,648 245,999

貸倒引当金 △2,119 △2,182

流動資産合計 6,156,866 5,444,901

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 14,481,225

※
 14,331,013

工具、器具及び備品（純額） ※
 450,383

※
 331,329

土地 5,346,149 5,346,149

建設仮勘定 21,636 447,449

有形固定資産合計 20,299,394 20,455,942

無形固定資産 36,637 37,139

投資その他の資産

投資有価証券 102,294 128,296

長期前払費用 866,799 877,114

繰延税金資産 112,742 123,551

差入保証金 2,162,865 2,173,968

その他 95,424 98,833

貸倒引当金 △5,886 △4,587

投資その他の資産合計 3,334,240 3,397,178

固定資産合計 23,670,272 23,890,261

資産合計 29,827,139 29,335,163
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年５月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,973,269 6,555,995

短期借入金 6,030,290 4,710,000

1年内返済予定の長期借入金 1,990,100 1,958,850

未払金及び未払費用 2,118,653 1,921,712

未払法人税等 27,873 58,781

未払消費税等 83,155 －

賞与引当金 103,047 47,261

店舗閉鎖損失引当金 29,608 29,858

設備関係支払手形 1,363,117 2,471,950

その他 1,087,862 725,157

流動負債合計 19,806,977 18,479,567

固定負債

長期借入金 4,852,500 5,365,650

退職給付引当金 426,538 402,370

長期預り保証金 2,148,295 2,160,058

長期店舗閉鎖損失引当金 11,592 11,592

その他 755,733 823,352

固定負債合計 8,194,659 8,763,022

負債合計 28,001,637 27,242,590

純資産の部

株主資本

資本金 1,335,000 1,335,000

資本剰余金 1,812,645 1,812,645

利益剰余金 △1,301,233 △1,045,621

自己株式 △6,912 △6,891

株主資本合計 1,839,498 2,095,131

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △13,996 △2,558

評価・換算差額等合計 △13,996 △2,558

純資産合計 1,825,502 2,092,573

負債純資産合計 29,827,139 29,335,163
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
　至　平成21年５月20日)

売上高 21,295,905

売上原価 16,339,497

売上総利益 4,956,408

その他の営業収入 570,130

営業総利益 5,526,538

販売費及び一般管理費 ※
 5,709,671

営業損失（△） △183,133

営業外収益

受取利息 1,388

受取配当金 2,567

債務勘定整理益 6,166

補助金収入 1,650

その他 2,011

営業外収益合計 13,782

営業外費用

支払利息 38,153

その他 5,564

営業外費用合計 43,717

経常損失（△） △213,068

特別利益

貸倒引当金戻入額 62

特別利益合計 62

特別損失

投資有価証券評価損 6,875

その他 2,012

特別損失合計 8,887

税引前四半期純損失（△） △221,894

法人税、住民税及び事業税 17,952

法人税等調整額 15,766

法人税等合計 33,718

四半期純損失（△） △255,612
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
　至　平成21年５月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △221,894

減価償却費 358,101

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,236

賞与引当金の増減額（△は減少） 55,785

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △250

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,168

受取利息及び受取配当金 △3,955

支払利息 38,153

その他の損益（△は益） 4,550

売上債権の増減額（△は増加） △562,330

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,468

仕入債務の増減額（△は減少） 417,273

未払金の増減額（△は減少） 115,316

未払消費税等の増減額（△は減少） 83,155

その他の資産の増減額（△は増加） 10,396

その他の負債の増減額（△は減少） 364,743

小計 675,984

利息及び配当金の受取額 2,883

利息の支払額 △34,935

その他の収入 6,732

その他の支出 △5,271

法人税等の支払額 △58,781

営業活動によるキャッシュ・フロー 586,612

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,267,863

差入保証金の差入による支出 △540

差入保証金の回収による収入 6,364

預り保証金の受入による収入 27,607

預り保証金の返還による支出 △31,757

その他 △15,942

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,282,130

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,320,290

長期借入金の返済による支出 △481,900

その他 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー 838,369

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 142,851

現金及び現金同等物の期首残高 848,021

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 990,872
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年５月20日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

棚卸資産

　通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として「企業会計原則と関

係諸法令との調整に関する連続意見書」第四に定める売価還元平均原価法によって

おりましたが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として

「企業会計原則と関係諸法令との調整に関する連続意見書」第四に定める売価還元

平均原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。

　これにより、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微

であります。

 

 

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成21年２月21日
 　 至　平成21年５月20日）

１　棚卸資産の評価方法
 

    当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年

度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。

 

２　一般債権の貸倒見積高の算

定方法

 

    当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい

変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を

算定しております。
 

３　繰延税金資産の算定方法
 
 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度におい

て使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年５月20日）

前事業年度末
（平成21年２月20日）

※　有形固定資産の減価償却累計額　9,387,064千円

 

※　有形固定資産の減価償却累計額　9,061,480千円

 

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年５月20日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　 　は次のとおりであります。

役員報酬・給与 2,098,642千円

賞与引当金繰入額 55,785千円

退職給付費用 55,214千円

減価償却費 358,101千円

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年５月20日）

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

　　　　対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月20日現在）

現金及び預金   990,872千円

現金及び現金同等物   990,872千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年５月20日）及び当第１四半期累計期間（自平成21年２月21日　至平成21年５

月20日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　12,000,000株

  

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　     7,357株

 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年５月20日）

前事業年度末
（平成21年２月20日）

１株当たり純資産額 152.21 円 １株当たり純資産額 174.48円

　　　  ２．１株当たり四半期純損失金額

当第１四半期累計期間
（自　平成21年２月21日
至　平成21年５月20日）

１株当たり四半期純損失金額 21.31円

 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年５月20日)

四半期純損失（千円）                      　255,612

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 255,612

期中平均株式数（株） 11,992,683

　
 

（重要な後発事象）

          該当事項はありません。 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

マックスバリュ東北株式会社(E03348)

四半期報告書

18/19



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年６月２３日

マックスバリュ東北株式会社

取締役会　御中

監査法人　　ト　ー　マ　ツ　
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近 藤 安 正      　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 陸 田 雅 彦        印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマックスバ

リュ東北株式会社の平成２１年２月２１日から平成２２年２月２０日までの第３８期事業年度の第１四半期累計期間

（平成２１年２月２１日から平成２１年５月２０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期

損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、マックスバリュ東北株式会社の平成２１年５月２０日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　　報告書提出会社）が別途保管してあります。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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